
ひょうごインフラ整備基本方針

（概要版）



人口減少やカーボンニュートラルなど社会変化の潮流を前提として、強

靱で持続可能な社会の礎となるインフラの構築に向け、以下の４つを視

点に、限られた予算の中、より一層、選択と集中の徹底を図り、計画的

に整備を推進する。

ひょうごインフラ整備基本方針の改定

① 防災・減災 ～｢防災・減災｣対策による自然災害に強い社会の実現～
・切迫する大規模災害に備える地震･津波対策
・頻発する風水害に備える総合的な治水対策 等

② 経済 ～｢経済｣成長の実現～

・高規格道路ネットワークの充実強化 等

③ 持続 ～老朽化対策や脱炭素化への取組等による｢持続｣可能な社会の実現～
・計画的･効率的な老朽化対策
・カーボンニュートラルの実現
・インフラDXの推進 等

④ 生活 ～安全・安心で住みやすい県民｢生活｣の実現～

・安全安心な暮らし（歩行者･自転車空間）の実現
・地域の交流･日々の暮らしを支える道路整備 等

｢躍動する兵庫｣の実現に向け､｢ひょうごビジョン
2050｣に描く｢強靱で持続可能な社会｣をめざしたイン
フラ整備を推進するため、基本方針を策定。

（１）目標年次：2050年度 (｢ひょうごビジョン2050｣)
（２）対象事業：土木部･まちづくり部･農林水産部所管の

インフラ整備事業
（３）対象施設：道路､河川(ダム含む)､砂防､港湾､海岸､下水道､

空港､公園､県住､農道､治山､ため池､ほ場､林道､漁港
（４）財政ﾌﾚｰﾑ：持続可能な行財政基盤の確立に向け策定された県政

改革方針の財政ﾌﾚｰﾑを遵守

◆人口減少・高齢化・担い手不足
・人口は2050年に約423万人と推計（2015年比24%減）
・高齢化率は2050年に40.4%と推計（2015年：27.1%）
・インフラ整備の担い手不足の深刻化

◆気候変動等による災害リスクの高まり
・激甚化･頻発化する豪雨災害
・切迫する南海ﾄﾗﾌ地震
(東日本大震災(2011年)や能登半島地震(2024年)等､度重なる地震･津波が発生)

◆高規格道路ﾈｯﾄﾜｰｸ形成の需要の増大
・阪神・播磨地域における渋滞解消や災害時の
ﾘﾀﾞﾝﾀﾞﾝｼｰ確保(ﾗﾀﾞｰ型ﾀﾞﾌﾞﾙﾈｯﾄﾜｰｸの形成）

・日本海沿岸部における広域生活圏強化

◆ｲﾝﾌﾗ施設の老朽化が進行
・2029年に県管理の道路橋の約6割が建設後50年経過

◆ｸﾞﾘｰﾝ社会の実現に向けた動き
・2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙを目指した脱炭素の取組み

◆ｲﾝﾌﾗ分野におけるデジタル技術活用の加速
・ﾄﾞﾛｰﾝによる橋梁点検などAI技術の活用による効率化･
高度化

◆通学時等の生活道路の安全性確保に対するﾆｰｽﾞの高まり
・通学児童を巻き込む事故等の発生 など

インフラを取り巻く主な社会情勢

策定主旨

ひょうご
ビジョン2050

インフラのめざす姿
強靱で持続可能
な社会

｢躍動する兵庫｣

ひょうごインフラ
整備基本方針

整備の視点
①防災･減災②経済
③持続④生活

ひょうごインフラ
整備プログラム
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基本方針
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気候変動

産業支援

まちづくり

命を守る

【主なSDGsのｺ゙ ﾙー】



ひょうごインフラ整備基本方針(案)

視点１ 防災･減災 ：｢防災･減災｣対策による自然災害に強い社会の実現

➣ 激甚化･頻発化する豪雨災害や切迫する南海ﾄﾗﾌ地震等に対し、県民が安心して暮らすことができ、
自然災害に強い社会を実現できるよう、インフラを整備

尼崎西宮芦屋港海岸（芦屋市）

砂防河川 浜川(淡路市) 急傾斜地崩壊危険区域 内海地区(朝来市)

武庫川（西宮市・尼崎市）

福良港 (南あわじ市)
湾口防波堤

国道373号(上郡町)
落石防止ﾈｯﾄ・法面補強

東播磨道北工区(加古川市)

加美宍粟線 (神河町)
落橋防止・橋脚耐震補強

②頻発する風水害に備える総合的な治水対策

①切迫する大規模地震に備える地震・津波対策

引原ﾀﾞﾑ再生（宍粟市）

③土砂災害対策

④発災後の迅速な復旧・復興を支
える緊急輸送道路等の機能強化

⑤減災のための情報発信

【津波対策】 【地震対策(橋梁耐震補強)】 【地震対策(法面対策)】

岡谷池（洲本市）
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CGハザードマップ

津波対策

道路防災対策

河川の事前防災対策

高潮対策

ため池等の防災対策

③土砂災害対策 山地防災・土砂災害対策

緊急輸送道路等の機能強化

高規格道路ミッシングリンク解消等による
道路ネットワークの機能強化

⑤減災のための情報発信 警戒避難活動に役立つ災害危険情報の提供

⑥災害復旧 河川堤防決壊や道路斜面崩壊等の復旧

②頻発する風水害に備える
　総合的な治水対策

④発災後の迅速な復旧・復興を支える
　緊急輸送道路等の機能強化

施　策 具体的な事業内容

①切迫する大規模地震に備える
　地震・津波対策



ひょうごインフラ整備基本方針(案)

視点２ 経済 ：｢経済｣成長の実現

➣ 人・モノ・投資を呼び込み、持続的な経済成長が実現できるよう、物流･産業･交流の支えとなる道路ネットワーク
整備や港湾の機能強化等のインフラを整備

浜坂道路Ⅱ期(新温泉町)

東播磨道北工区(小野市)

②港湾機能の強化・利用促進

④大阪湾ベイエリアの活性化 ⑤農林水産基盤の整備

【関西３空港の利用促進】

大阪国際空港(伊丹空港) 関西国際空港 神戸空港

【ｺｳﾉﾄﾘ但馬空港の利活用促進】

ｺｳﾉﾄﾘ但馬空港

沼島漁港(南あわじ市
※整備イメージ 室津漁港（たつの市）

城崎温泉街(豊岡市)

大鳴門橋自転車道（南あわじ市）※整備イメージ

姫路港(姫路市) ※整備イメージ

【高規格道路の整備】 【高規格道路の利活用】

①高規格道路ネットワークの充実強化

【高規格道路から観光地へのｱｸｾｽ道路】

③空港の有効活用・利便性向上
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ほ場整備養宜地区(南あわじ市） 林道千ヶ峰･三国岳線(多可町）

淡路交流の翼港（淡路市）

【農業基盤の整備】 【林業基盤の整備】

【水産基盤の整備】

国道175号

至鳥取

至豊岡

【旅客ターミナルエリアの再編】

【旅客船の受け入れ環境の向上】

新西宮YH（西宮市）

【スーパーヨットの誘致】

高規格道路の整備

高規格道路の利活用

港湾の機能強化

港湾の利用促進

関西３空港の利用促進

コウノトリ但馬空港の利活用促進

④大阪湾ベイエリアの活性化 大阪湾ベイエリアの活性化

農業基盤の整備

林業基盤の整備

水産基盤の整備

①高規格道路ネットワークの充実強化

②港湾の機能強化・利用促進

③空港の有効活用・利便性向上

施　策 具体的な事業内容

⑤農林水産基盤の整備



ひょうごインフラ整備基本方針(案)

視点３持続 ：老朽化対策や脱炭素化への取組み等による｢持続｣可能な社会の実現

➣ 持続可能な社会を実現できるよう、施設の計画的な老朽化対策、地域のニーズ等に応じた施設の統廃合、
播磨臨海地域のカーボンニュートラル、インフラ分野のDX等を推進

④インフラDXの推進

⑤持続可能な建設業

ﾎﾟﾝﾌﾟ本体の
劣化対策

兵庫東流域下水汚泥広域処理場（尼崎市）

ボイラー内部
の劣化

炉体の劣化

①計画的・効率的な老朽化対策(老朽化対策・施設の統廃合)

橋梁

下水道施設(受入側)

歩道橋撤去

ﾎﾟﾝﾌﾟ場

①計画的･効率的な老朽化対策(安全安心な日常の維持管理)

②官民連携による維持管理

側溝清掃

街路樹の剪定

除雪

舗装の応急措置

区画線引き直し

河川の清掃･草刈り
(アドプト)

（ﾄﾞﾛｰﾝ点検）

撤去後 堆積土砂の撤去

除草前

除草後 堤防の草刈り

物部藪崎線(朝来市) 堀切川水門(西宮市) 旭排水機場(相生市)

施設点検

播磨臨海地域のﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ

小中学生向け 出前講座 高校生の現場見学会

③カーボンニュートラルの実現
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除草

※ICT：情報通信技術

施設の統廃合

撤去前

大型水素運搬船 水素供給実証試験
（神戸港）

出典：川崎重工業ＨＰ

（ICT建設機械:MGﾊﾞｯｸﾎｳ）

老朽化対策・施設の統廃合

安全安心な日常の維持管理

②官民連携による維持管理 ひょうごアドプトなど

カーボンニュートラルポートの形成

下水汚泥エネルギーの有効利用

生物多様性の確保

ブルーカーボン生態系の保全と再生

④インフラDXの推進 インフラDXの推進

⑤持続可能な建設業 建設企業等の健全育成

③カーボンニュートラルの実現

施　策 具体的な事業内容

①計画的・効率的な老朽化対策



ひょうごインフラ整備基本方針(案)

視点４生活：安全・安心で住みやすい県民｢生活｣の実現

➣ 高齢者や子供など全ての県民が安全に安心して暮らせるよう、必要なインフラを整備・確保
①安全安心な暮らしの実現

②地域の交流・日々の暮らしを支える道路整備

③県民の移動を支える
公共交通の維持･活性化

④都市の環境改善
(無電柱化対策)

⑤安心･快適な都市基
盤の整備(公園整備)

⑥中心市街地等の活性化 ⑦良好な居住機能の確保

鳴尾連立（西宮市）

尼崎停車場線(尼崎市)

川代トンネル(丹波篠山市)吉井バイパス(養父市)

尼崎宝塚線(宝塚市)

西脇八千代市川線(市川町)

長谷市川線(市川町)

上村養父停車場線(養父市)
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ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

新型車両の導入(京都丹後鉄道)
姫路停車場線(姫路市)

三田駅前Ｂブロック地区（三田市） 明石舞子北第１住宅（神戸市）
明石公園（明石市）

加古川小野線(加古川市)

歩行者の安全・安心な通行空間の確保

自転車の安全で快適な通行空間の確保

地域の個性ある発展を支える幹線道路網の整備

街路網の整備

渋滞交差点の解消

問題踏切の解消

生活道路の整備

鉄道の利便性向上・利用促進

生活交通の維持・活性化

④都市の環境改善 無電柱化対策

⑤安心・快適な都市基盤の整備 公園の整備

市街地再開発事業

土地区画整理事業

⑦良好な居住機能の確保 県営住宅の建替事業

①安全安心な暮らしの実現

②地域の交流・日々の暮らしを
　支える道路整備

③県民の移動を支える
　公共交通の維持・活性化

⑥中心市街地等の活性化

施　策 具体的な事業内容


